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地 域 の 植 物 季 節
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は じめに

ある地域の植物相,あるいは植生の特性を理解するための視点のひとつに,植物季

節がある。

温帯地域では,春を迎えて植物の葉が一斉に展開し,花が咲き,秋には果実が散布

され,葉が落ちるというように,四季の展開が顕著である。そうした植物季節も,も

とはといえば個々の種の季節的推移が造り上げているわけで,種 としてみても,互い

に同調的に推移する一面をもっていることは事実である。しかし,同時にそれぞれに

大なり小なりの独自性を認めることができるのも事実で,その観点からはなしろ,個

々の種の植物季節はまことに多様であると言うべきである。仙台城をとりまく自然の

特性の把握をめざす本調査において,本報は,個別の種の植物季節の把握をふまえ,

種ごとの植物季節的特性を類型的に記載したものである。

調査地域 と方法

植物の開花 。結実は個体の成熟,生育地の条件などに左右され,そのうえ豊作年と

不作年もあるので,単年度,特定地点での植物季節学的調査では適当な観察固体が得

られないことが多い。そのため本調査では,東】ヒ大学理学部附属植物園を中心とした

仙台城跡およびその周辺地域に,青葉山丘陵西端の佐保山と仙台市太白区富田地域を

調査地域に加え,検討資料には,1989年の調査で得られたものの他,1988年,1987年

の資料も加えた。附属植物園は自然林(モ ミ林)と半自然林にほぼ被われ(Sugawara 1969),

佐保山には自然林 (モ ミ・イヌブナ林)が よく発達している (吉岡 1952,菅原

1973)。 両者の植生は基本的に同質とみてよい。太白区富田は居住区・農地域で,こ

こでは主として,人里植物と仙台地方の自然分布種の植栽個体を補助的に調査した。

上記調査地に可能な限り多種にわたって調査個林を見いだし,各年とも, 3月初旬
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仙台城址およびその周辺地域の植物

から調査をはじめて6月 までは概ね半月ごと,それ以後は年があけて 1月 まで約 1カ

月ごとに葉,花,果実の状況を記録した。調査個体は種について基本的には特定の 1

個体とし,可能な限り他個体とも比較して付近の同一種の一般的植物季節の把握につ

とめた。記録から年間の植物季節的推移を通観し,開葉,開花,種子・果実の散布 ,

落葉の 4項目についてそれぞれの時期を半月単位で決定した。Kkuchi(1976),菊 池

(1983)に よる観察では植物季節の年毎の変異は10日から極端な条件下では 1カ 月に

近いことがあり,少数年での調査ではこの程度の粗さで検討するのがむしろ現実的と

判断される。開葉と開花については開始期,果実散布と落葉については終了期とした。

植物季節の推移

I開  葉
棄の展開開始期を種数頻度分布として図1に示した。これによると3月後半から4

月前半にかけて草本の開葉から始まり, 4月 後半,高木の開葉も加わってピークに達

し,以後急激に減少して 5月末まででほぼ全種の開葉が終わるという経過をたどる。
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図 1 開葉時期の種数頻度分布.黒は内数で高木種

この間, 3月 後半から5月 後半までが葉の展開からみた春といえる。ただ, 4月 後半

に開葉を始めた高木は, 5月 には林冠の葉層をほぼ完成する。森林の環境を考慮した

場合,林床に十分の光がとどく4月 と,林冠層が完成する 5月 には大きな差を認める
べきであろう。度数分布の傾向から春を前後に区分することはできないが,こ こを境

に前半を早春,後半を晩春と呼べば,カ タクリ,キ クザキイナゲ,マルバダケブキな
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どの多年生草本は早春のまだ朔るい林床に開葉する代表的な種である。晩春に葉を出

す木本にはアカメガシワ,タ ラノキ,イ イギリ,カ ラスザンショウなどがあり,ク ズ,

フジなどもこの時期となる。

上記の開葉のほかに, ヒメオドリコソウ,サイハイランのように 8月 後半から11月

前半にかけての秋に葉を開くものがある。

2落  葉

図 2は開葉時期を横軸,落葉時期を縦軸とした座標に種をプロットしたものである。

図に種数は表現されていないが,11月下旬に落葉する種は102種にも達してお り,こ

の時期を中心に,多 くの種の落葉が秋に集中しているのは朔かである。しかしそれ以

前,夏の内に落葉するものがある一方,年を越して春になって,すなわち新しい葉が

出たところで落葉するものもある。夏に落葉するものには開葉時期との関連でみると

2つのグループがある。一つは前年の秋に葉をだしたものが年を越して夏に落葉する

もので,ヒ メオドリコソウ,ハルジョオン,サイハイランなどがその例である (図 2

の 1)。 これに対して当年の早春に葉を出したものが夏までには落葉するものがあり,

1
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図 2 開葉時期 (横軸)と落葉時期 (縦軸)に対する分布.図中の数字については本文

これらはきわめて短い活動期間をもつことになる (図 2の 2)。 その例はカタクリ,

マルバダケブキ,ム ラサキケマンなどである。落葉を新しい葉が出る次年の春まで持

ち越すもの,その意味では常緑植物に準じた葉の植物季節をもつものにはヒカゲスゲ,

セリバオウレン,キ ッコウハグマなどの草本植物がある (図 2の 3)。
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3開  花

開花時期の種数頻度分布を図 3に示す。春に集中的な開花が見られるが,そのなか

でも,早春には相対的に草本の開花が多く,晩春には圧倒的に木本の開花が多いとい

う違いがある。ヒメオドリコンウ,ハルジョオン,カ タクリ,シ ロヤナギ,キブン,
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図 3 開花時期の種数頻度分布.黒は内数で草本種

′、ンノキ,カ スミザクラなどは早春開花種の例,晩春開花種の例としてはヒメシャガ,

オニグルミ,タ ニウツギ,ナツハゼ,ノ イバラなどがある。図 4は開花時期 (横軸)

と開花時期から開葉時期を差し引いた期間 (縦軸)に対して種ごとにプロットしたも

のである。縦軸は葉が開いた後花が咲くまでの栄養的な期間を意味しているが,おお

かたの種の開葉は春に一斉におきるので,当然両軸の関係は傾斜が 1の直線関係とな

る。この関係を早春までたどるとマイナスの栄養期間を示す種があらわれる。開葉に

先行して花が咲く種で,活動の物質的うらづけは前年からの貯蔵に頼るほかないこと

になり,その点晩春以降に開花する種とは物質経済の上で,大きな相違がある。上に

早春の開花種としてあげた種のうちシロヤナギ,キ ブシ,ハ ンノキがこのような種の

例で,こ のような種の開花も晩春から早春を区別する目安の一つとなる。

6月から7月前半にかけての梅雨期,あるいは初夏には開花種数は減少するが7月

後半になるとやや増加の傾向を示す。盛夏におけるこの開花種数の増加は草本植物の

開花に依るところが大きい。初夏に開花する種の例はホタルブクロ,ガマズミ, ドク

ダミ, リョウブ,ム ラサキシキブなど,盛夏開花種の例はヤブカンブウ,タ ラノキ,

ホツツジ,ヤマジノホトトギス,カ ノツメソウ, ツクシハギなどである。
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図4 開花時期と開葉後開花までの期間との関係.マイナスに位置する種は葉に先だって開花する種を示す

9月 に入ると木本の開花はほとんど見られなくなり,ほぼ草本のみとなる。この時

期を開花からみた秋の目安とみることができる。この時期に開花する種の例はヨシア

ブラ,セ ンダイ トウヒレン,キバナアキギリ,タ マブキ,キ ッコウハグマなどである。

4 果実・種子の散布

早くも春 (晩春)の うちに,果実 。種子の散布が見られる。当然早春に開花する種

で,カ タクリ,シ ロヤナギ,ヤ マナランなどが例である。夏になると,数はかならず

しも多くはないが,多肉質の果実 (ベ リー)の散布がみられる。散布種数は夏の終わ

りに向かって減少の傾向を示すが秋に入って急激に増加し,H月 ,12月 に散布最盛期

月

図う 果実・種子の散布時期の種数頻度分布.黒は内数でべリータイプの果実をつける種
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を迎える。しかし,ベ リーに限っていえば, 9月 と10月 にピークがある。夏に散布す

る種の例はヒメオドリコンウ,カ スミザクラ,ヤマグワ,セ リバオウレン等,秋に散

布する例はサイハイラン,キ ブシ,ミ ツバアケビ,ブナ,ウ メモドキその他多数ある。

植物季節型の類型

これまでの検討から開葉,落葉,開花,散布の 4項 目についてそれぞれ次のような

季節区分が可能となった。開花以外に春と夏の細分はしていない。

開葉 :春 ,秋。

落葉 :春,秋,夏。

開花 :早春,晩春,初夏,盛夏,秋。

散布 :春 ,夏,秋。

表 1 植物季節型の区分

開 葉 落 葉 開 花
果実・種子
の散布 代 表 例

前年の秋 夏 早春 夏 ヒメオ ドリコソウ

晩春 秋 サイアヽイラン

春 夏 (一部春) 早春 春 カタ ク リ

夏 ヤマブキ ソウ

秋 早春 (開葉に先行) 春 シロヤナギ

秋 ンヽノキ

早春 夏 カス ミザ クラ

秋 ブ ナ

晩春 夏 ヤマグワ

秋 ミズキ

初夏 秋 ドクダ ミ

盛夏 秋 タラノキ

秋 秋 シラヤマギ ク

次年の春 早春 (開葉に先行) 夏 セ リバオウレン

晩春 秋 エビネ

夏 秋 ナツノ方ムラソウ

秋 秋 キッコウハグマ

―-130-―



仙台城址およびその周辺地域の植物

これらを組み合わせると,単純に計算して90の類型が可能であるが,表 1に示すよ

うな手順によって類型すると,実際に認められたのは17型であった。それぞれを仮に

代表的な種の名称で呼ぶと次のようである。

1)ヒ メオ ドリコソウ型 秋に葉を開き,年を越して早春に開花,夏には枯れる。

散布も夏。越年草。人里植物さらには帰化植物の可能性がある。すくなくとも当調査

の対象となったものはそうであった。

2)サイハイラン型 1)に似るが開花は晩春,散布は秋。生育地は林内で明らか

に違っている。

3)カ タクリ型 早春に葉をひらき開花して晩春には種子を散布する。葉も晩春か

ら初夏には枯れてしまう。すべて多年生草本植物。きわめて短い活動期間と長い休眠

期間を持つもので,一般に早春季植物として知られている。

4)ヤマブキソウ型 3)に準じるが散布が夏にずれ込む。多年生草本植物。

5)シ ロヤナギ型 早春,葉の展開に先だって開花する。果実はきわめて短期間に

成熟し,春のうちに種子が散布される。落葉は秋。主として木本,ま れに草本。

6)ハ ンノキ型 5)に似るが果実の成熟はおそく,秋に散布。

7)カ スミザクラ型 早春,葉におくれるか同時に開花する。果実の成熟は比較的

早く,夏には散布される。ベリーが多い。秋に落葉。

8)ブナ型  7)と 似た経過をたどるが果実の成熟はおそく,散布は秋になる。

9)ヤマグフ型 晩春に開花,夏には散布される。葉は春展開,秋落葉。

10)ミ ズキ型 晩春に開花し,散布は秋になる。春開葉,秋落葉。

H)ド クダミ型 春開葉,初夏に開花。散布は落葉と共に秋になる。

12)タ ラノキ型 春開棄,盛夏に開花。散布は秋,落葉も秋。

13)シ ラヤマギク型 秋に開花し,秋の終わ りまでには種子は成熟し,散布される。

主として草本植物。葉は春に展開,秋に落葉。

14)セ リ′ミォゥレン型 春に開いた葉は年を越 し,翌年春に新しい葉が出た後で構

れる。その意味で常緑性に準じるが,翌春の葉は普通傷みが激しく,常緑性の葉の機

能を十分に果たしているとは考えにくい。早春に開花,夏に散布。

15)エ ビネ型 葉の経過は14)に準じる。晩春に開花,秋に散布。

16)ナ ツノタムランウ型 葉は14)に準じるが,夏に開花,秋に散布。
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17)キ ッヨウハグマ型 葉は14)に準じるが,秋に開花,秋に散布。
これらの区分に従って,当調査で開葉,開花,散布,落葉の時期を把握し,これま

での解析の資料とした全種を表 2に示した。なお本報では常緑植物は取 り上げられて

いない。比較するには余りにも少数に過ぎたことと落葉期を把握することが難しく,

資料として不完全だったことによるが,表 2には少数の常緑植物と腐生殖物の知見も

示されている。

表 2 植物季節型ごとに示した調査種とそれぞれの開葉,落葉,開花,果実・種子散布時期
時期は半月ごとの月で示されており,例えば, 6は 6月 後半を6.5は 7月前半をさす。
マイナスは前年にさかのぼった月をあらわし,た とえば,-3は 10月前半をしめし,12
をこえる数は次年へのずれ込みをあらわす

植物季節型の区分および種名   開葉月 落棄月 開花月   散布月

I 秋開葉―(越冬)一夏落棄型
A.早 春開花―夏散布型…ヒメオ ドリコンウ型
タチイヌノフグリ       ー1.5
ヒメオ ドリコソウ        ー3
ヤエムグラ             ー2
オニタビラコ            ー4
ハルジョォン          ー4
B.晩 春開花―秋散布型……サイハイラン型
サイハイラン               ー4
1.春 開葉型
A 夏落葉―早春開花型
1.晩春散布型………カタクリ型
カタクリ               3
キクザキイチゲ          3
2 夏散布型……ヤマブキソウ型
ツルカノコツウ          3.5
ムラサキケマン           3
コンロンソウ          3
ヒメフタバラン          3.5
ヤマブキソウ            3
マルノミダヶブキ           3
B.秋 落葉型
1 早春開花型 (開葉に先行)
a.晩 春散布型………シPヤ ナギ型

フキ                   3.5
ヤマナラツ             4
ンロヤナギ             4
バッコヤナギ            4
ハルニレ               4
キツネヤナギ            4
b.秋 散布型…… ハンノキ型

キブッ

ツノハンノミミ

アサ ダ
ハンノキ

ヤマハ ンノキ

12           3.5

11      3.5
11      3.5
11      3.5
11      3.5
12          3.5

11

11

11

11

12

10

11

12

12

12
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植物季節型の区分および種名 開葉月 落棄月 開花月 散布月

2.早 春開花型 (開葉が先行するか同時 )
a.夏 散布型…カス ミザクラ型

マキ ノス ミレ           3.5
アズマヒガン           3.5
ヤマウグイスカグラ         3.5
ナガハシス ミレ          3.5
タガネ ツウ             3.5
モ ミジイチゴ           3.5
ヒ トリシズカ            3.5
トリガタハンショウヅル       35
ウワミズザ クラ               3.5
カス ミザ クラ            4
b.秋 散布型…… ブナ型

ミツノミァヶビ            3.5
オオバ クロモジ           4
ズ ミ                     3.5
イ ヌブナ               4
ナナカマ ド            3.5
クサ ノオウ            3.5
ブナ                 4
トウゴクミツバ ツツジ        4
チ ゴユ リ              4
イヌシデ               4
イタヤカエデ             4
ヤマブキ              4
ハ ウチ ワカエデ           4
ケヤキ               45
ヒゴクサ               3.5
3 晩春開花型
a.夏 散布型…… ヤマグワ型

ヒメシャガ
ニガイチゴ

ヤマグワ

ヒメコウブ

b.秋 散布型………ミズキ型
カザグルマ

サ ンショウ

ツ リノミナ

コゴメウツギ
ハナイカダ

ヤブデマ リ

ザイフ リボク

ホ ウチ ャクソウ

カマツカ

オニグル ミ

ミズキ
ニツキギ

タニウツギ

ヤグルマツウ

ミヤマナルコユ リ

マルバアオダモ

コハ ウチ ワカエデ

ミヤマガマズ ミ

12

10

11

12

11

12

10

11

10

11

12

11

11

11

11

13

11

11

11

11

11

12

12

11

13

11

12

11

11

11

11

11

11

11

11

11

10

10

11

11

11

10.5

11

10

11

11

11

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4.5

4.5

4.5

4.5

5

4.5

4.5

5

5

5

4.5

4

4

4.5

5

4.5

5

6

6

6

6.5

6.5

7.5

7.5

8

8

9

9

10

10

11

11

11

11

11

12

12

12

12

12

13

7

7

7

8

8.5

9

9

9

9

9

9

10

10

10

10

10.5

4

4

4.5

4.5

3

3.5

3.5

3.5

4

4

4

3.5

4

4

4

3.5

4

4

3.5

4

4

4
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4.5
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仙台城址およびその周辺地域の植物

植物季節型の区分および種名 開葉月 落葉月 開花月 散布月

サラサ ドウダン

ナツハゼ

ツクハネ

オオモ ミジ

ウリハダカエデ

キ リ

ホウズキ

オ トコヨウデメ

ノイバ ラ

フジ

ホタルブクロ

アオハダ

クマノ ミズキ

ソ′ミナ

ガマズ ミ

エゴノキ

ンラキ

クリ

スス ビ トハギ
コバギボウシ

エ ゾアジサイ

ドクダ ミ

ツユ クサ

オカ トラノオ
ハエ ドクソウ
マタタビ

ウメモ ドキ

ミツノミ

ムラサキツキブ

リョウブ

ネジキ

イイギ リ

ヤブカンゾウ

ヤブレガサ

アカメガシワ

クルマユ リ

メ歩カラコウ

アフブキ

タラノキ

4

4

4

45
4.5

b

3.5

3.5

3.5

4.5

3

3.5

5

4

3

4

4.5

11

11

11

11

11

10

11

11

12

11

7.5

11

11

10

11

11

11

11

10.5

10

11

11

10.5

11

11

11

11

11

11

11

11

11

11

11

11

11

11

11

11.5

11

11

11

11

11

11

11

12

12

11

11

12

6

6

6.5

7

5.5

5.5

5.5

6.5

7.5

7

6.5

6

7.5

6.5

6

6.5

6

5.5

5.5

6.5

5.5

5.5

6

6

7

7.5

7

7

6.5

7

7.5

8

8

8

7.5

8

7

7

7

8

7

12

12

12

12

12

12

13

13

14

14

7.5

9

9

9.5

10

10

10

10

10.5

11

11

11

11

11

11

11

11

12

12

12

12

12

13

13

9

9

9.5

10

10

10

11

11

11

11

11

12

12

12

12

12

4.初夏開花―秋散布型―ドクダミ型
3.5

4

4.5

3.5

4

4

4.5

4.5

4

3

3.5

3.5

4

4

4

4

4.5

3.5

4

4

4

4.5

ヤマウルシ             4
ヤブムラサキ            4
5.盛 夏開花―秋散布型…… タラノキ型

カラハナ ソウ            3.5
ナガバ ノコウヤボ ウキ       3.5
ホツソジ              4
ミズ ヒキ             4
ヤマジノホ トトギス         4
カノツメソウ           3.5
ウマノミツバ            3.5
ノ リウツギ              4
オクモ ミジハ グマ           4
バイカツツジ            4
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仙台城址およびその周泌地域の植物

植物季節型の区分および種名 開葉月 落葉月 開花月 散布月

ススキ

カラスザ ンシ ョウ

ヌルデ

テンニンソウ

ツクシハギ
″ヽ リギ リ

イタ ドリ

クズ

オオバ コ

エビネ

アズマナルコ

ミヤマシラスゲ

ョッ′ミムグラ

ナ ツノ方ムラ ソウ

アイノミッゥ

キ ッコウハグマ

腐生植物

ギンリョウソウ

シャクジ ョウソウ

常緑植物
アオキ

ヤブツバキ

ヤブラン

ヒメヤブラン

シロダモ

アカマツ

ヤブコウジ

オモ ト

オオバジャノヒゲ

ジャノヒゲ

4

4.5

4

3.5

4.5

4

4

5

4

4

3

3.5

3.5

3.5

4

4

3

3.5

3.5

4

12

12

11

11

11

10

11

11

10

11

11

11

11

11

11

11

11

11

12

11

14

16

16

16

18

17.5

16

16

16

14

16

16

16

8

9

8.5

9

9.5

9

9

8.5

8.5

8.5

9

8.5

9

9

3

3

3

3.5

3

5

4.5

4

4

5.5

7

7.5

10

5

7

4

3

7.5

7.5

10.5

5

7

6

7

8.5

12

12

12.5

13

13

14

14

14

10

10

11

11

11

11

11

11

12

12

12

12

6

6.5

6.5

6.5

6.5

10.5

11

12

14

10

10

14

12

8

9

19.5

9.5

13

16

16

23

17.5

11

16

16

6.秋開花一秋散布型……シラヤマギク型
ツルニンジン

コンアブラ

イヌヨモギ

センダイ トウヒレン

オオバ ショウマ

キバナアキギ リ

ミブツ′ミ

ヨ シ

タマブキ
シラヤマギク

アキノキリンソウ

オヤリハグマ

C.次 年春落葉型

アズマスゲ

ヒカゲスゲ

ミヤマカンス ゲ

セ ン トウソウ

セ リ′ミォ ゥ lノ ン

1.早春開花―夏散布型………セリ′ミオウレン型

2 晩春開花―秋散布型…… エビネ型

3.5

3.5

4.5

3.5

4

4.5

4.5

3.5

3.5

3.5

3.5

4

3 夏開花―秋散布型…… ナツノタムラソウ型

4.秋開花―秋散布型…… キッコウハグマ型

5

6
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